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ミズガヤツリの防除に関する生態学的研究

H.ノ緋靴 的 防 陳 法 に つ い て1て

中 川 蓑 二 郎 ･皿 部 束 次 郎**

緒 言

我的 TiIの仰 山に3,年′=叩二群/J/.i･逆鉱一J7JようにtJ:ったWl潤 の一つとして作物oT)川桁2､の変

化があげられる.水四多年/_L椎茸 ミズカーヤツリ (CyPerusser10tinusRottb.)ち,水稲の

作挙が甲くなり賀作の作付がなくなったこと,叔培法が機械化されたこと,除草剤が普 及

し手根除草が行なわれなくなったことなどにともなって,各地の水田に多発するようにな

ったと考えられる.これを防除するには,化学的防除だけではなく,生態的防除あるいは

什物 的防除をとり入れた総合防I酎こよることをTEr祝しなければならない,秋冬季の耕超と
旧師前のしろかきとは. ミズガヤツリ塊等の越冬と唯事からの発′Lと別耶胴 ~る川榊inJJ手

段として有効であると考えられた.

叔近他用されている桝丘機の多くにはロ-タリー刃が着装され,膿梓川が行なわれてい

る.入刀や番ノブによっていた時代には,男l).て反転柳が行なわれていた,一年生雑草の種子

は,深い土層に働き込まれると発芽が抑制される.したがって,地表付近に-_$11,､稚子を深

く鋤き込む反転川では,地坪抑 こ比べて,雑草の発任か著しく少なくなることが知られて

いる (荒井 ･千坂 ･片岡 1959.宮原 1972).多年生雑草ても,｣=i!冬芽が上廓の蓑)河に形成

されるマツバイの防除には,反転刷あるいは探り併 有効である (林 ･橋爪 ･五 卜嵐1967,
下島1967).ミズガヤツリ拙宅は地表から稚さ10cm までくらいの川二川 ~･に形成される.
旭の水rE多年/卜経常と比べると,マツバイのように桟くくよないが,クPyワイやヒルムシ
ロよりほ稚い.ま[=,3.rtZ;FlJ状態ではかなr)深い上層からも川#する,しかし,その塊貨は

低温および乾燥によって死滅するので (中川1977),釧超は,そのプJ法が適切であれば,
ミズガヤツリ防除の有効な手段になると考えられた.

一方,しろかきについては,その同数が多いと,ノビ-の発'とが少なくたることか知ら

れている (宮原 1972,八仰 ･市野 ･松島1954).また ミスカ√ヤツリの塊~掛 L.(/Ll水 トの十

敬中では発芽せず,発井する環境条件はノヒエの相子と共通した点がある.したが･;,て,
Lj')かきの際に十壌lr･に上射せされる塊半_-が甘いrrど,防除効果も高く在ると考えられた.
そこて.jLT.々 L')i;･JJILjう法のうち,耕起としノ′)かきを枇i)上げ,こ11FJの ミズガヤツリの出
芽'L青に及ぼす形幣を明らかにナるたy),小研究/i,I)ご施した.

木酢J,'Eは山林省出Til.試険収においてリ1施したものであり,.鵬3さの連行に協力された剛易の'.111'軒並次
伸士 (現九･)1憤光試験幼)と柴田J,'r=氏に丁批故を讃する.また本柵のとりまとめに抑/<教示舶いた如
京大号数枝川酬胃一郎伸二卜,剛 Il大学名汗激増抑詣晩平博ヒに作く,Li謝の意を兼す>'.,
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試壌方法および結果

I.耕起法と塊茎の死滅との関係

試 験 方 法

(a) HL,＼ 験 lメ

.';'t賦ⅠとLて,戯押川と反L闘肋瑚 -雀の姑 城に及ぼすhi37やをU)lちかにするたムt)の武郎沌

1966作から1967年にかけてTl-なった.棚起法は,自動班長牌に意範した ロータリー刃に

よる投揮桝とティラーに兼鼓 した科 こよる反転｣)lの21Jj'法とした∴川超のruj数が 1回だけ

の区と2円の区を設け,次の計 5処1:=Wとした.

訳駅lTJ(I.M.己ut

N

R

P

RR

PR

刷 起 法

無 用 起

拙 作 排 日.i

反 転 耕 1何

雌 拝耕 2回
反砥用･把抑 ~井 各1回

耕起時JtJ](/ま1966年 12月 19日で,2rq実施する区もその日に引航き行なった.

つぎに,試畝Ⅱとして,抑 tIl法 ･川,起tl-!用は 塊題の死滅に 槻する試験を,19671-から

1968年にかけて実施 した.｣胴亘法は試験 Ⅰと同 じであった.裾 起時期を,1967年の 12月

4F]と,1968年の 1月22l-l,3月25円および4月25日の4時)ylとした. 各時脚こ1回

耕起した区に,12月4日に聴理研あるいは反転朗を行ない,1月22日に 投網 .I)悼 行なっ

た1淋臣2何の区を加え,次01討7処q=を設けた.

証取区記丁;

.TJ

Rl2

P12

R12･RI

P12･RI

R3

R′l

回
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E
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回
M
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1
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｢1
1｣
l

]

汰
起

川

捌

州

耕

耕

仙

川

〓卜
一

肌

用
押

転

揮

転

作

押

押

無

臓

反
捜

反

把

捜

眠

′-′ヽ
t

JJl;ll-叫-拙

12月4L1

12月4日

12月4日と1月22日

12月 4日

1月22円

3月2引1

4月25｢l

A)1深ほ試験 Ⅰの反転水根よ約 15cmであったが, その他はいずれ も約 13cmであった.

反転馴ては,土壌が完全にJX一転されず,耕起された土塊が頚垣に立つ程度てあった,

1区面損は訳駈Ⅰが 14.4m2(1.8mx8m),試験 Tlが 28m2(3.6mx7.5m)で,2区

冊の乱塊法で試験E-i_を配和した.

(b) 供 試 ffrLI畷

LJ'i林省捷 弔方〔掛 弟 (鴻!.rl)の伸717埴墳上の水｢口で男施 した.試験 Ⅰでは,訳輪美胞の前
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年から水稲の移依栽培を2作行ない,最初の年に 水稲の株間に ミズガヤツ1)のIhpJ}JI移抑

し,さらに2年 rlに酢 IIEカ1代いとこ)I)に;1-l'む移11F'lして,ミズガヤツI)のl_灯鞍ができろ/一三け

均一に形成されるようにした.試映Ⅱの鵬訊岨ILLでu,試験開始の午には水稲を作(｣けせ

ず,7月31日に,畦幅60cm,株間30cmで ミズガヤツリの苗を 移椎した. ミズガヤツ

リは全仰弟に酢 上し,11月HrJ牛でに枯すI.:したので,地ぎわr〔り刈取ってEI即易外にlRlH

L,試験区を設定した.

闇場内の塊茎の水.['t分布を調べ/こところ, ,試験1てiよm2当/'=リ6001P.lから1,800佃の

範間であったが,試除Ⅱの田切では塊茎がきわめて多く形成され,11地点の 平均で m2

当たり,深さ0-10cmが4,506土256個,10cm よ り深い土用が330士63僻で あ り,
-大部分が偉さ10cm までに形成されてl.､/i.rcお聴衆数は rn2当たり985土66本であっ

た.

(C) .J.'J ITTプノ 法

川起後一定の時帥 こ,1rス.当たり3か所を無作才知こ選び,25cmx25cmの頼政の鉄滋廷

枠を,深さ15cm まで打込んで一定容梢の土塀を珊放り,地表から5cm間隔で3岡に分

けて,i.,Tl.i別に塊茎および集魚基部を採り重し/i.

ミズガヤツリの斐条には,その基部が肥大して塊茎状になり,この部分が越冬して, P r .

咋発芽することがあるので,試験廿では,鴫IJ鞍とともに,この東条X･部についても,訴f(IJ_

分布を調べた.

さらに,採JJ三した塊葛および薬灸北部を,巾1715cmのシ1･-レの/)紙 Lにおき,25oC

の定温照内で発芽試験を行なった.塊零によっては,越冬前に,一部の芽が発芽していた

ものがあった.しかし,1塊叢に 数仰ある芽が全部発芽していたというものK,llとんど

なかった.発芽試鮫では,生存していた塊等の芽は矩JOj閥で発芽した.したがって,発芽

しなかった塊葛は死滅していたものともなした.

試 験 結 果

(a) ｣)ト起法と塊茎の死滅 (試験Ⅰ)

刷起後の塊茎のdf直分布を,3月27日と4月17日に訓推した.両結果の平均伯を雛1

J･Aの各処理区の左側に/I(した.2月16日と4月17日に採iLlした塊葛について発芽試験を

行なった結果,両時期のr7榊二はF明らかな差は認められなかった.両時期の発井率をこんに

して,分散分析を行なったところ,0-5cm,5-10cmの処理間の差は有意ではなかった

が,10-15cmでは,1%水準で石盤な差が認められた. 両発芽試験の結果を｣.層の深さ

別に平均し,その伯を性さ)]JJの雅裳敬比科 こ乗じて,食塊葛教に対する/日子･塊省数の比率

杏.各処野別に第1岡の右側に示した.

(i) 塊張の帝的分布 如拙起何ては地哀から快さ5cmまでの l二JP'.～)塊半分布率が14
%と小さく,5-10cmのそれは61%で,10cm以1,●にも25%の塊茎が分布していr=.

これに反して,A.)lJ起区では,いずれの区でも,5-20%の塊茎が地表に霜化し, とくに反

転糾区では霜出塊茎が他の区より多かった,

佃耕起V_の垂伯二分布の結果に'1-1されたように,jJFllLii前は5-10cmの深さに多くの塊茎

が分布していた. とこ7)那,いずれの剃起区も,他案から深さ5cm までの土層に分布し

ていた塊萌が無榔起区より.･Lかなり多く,大桐宣掛 目5･IT朋の塊盛分布率が平均化されてい
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州 屯 警 諾 '1'誓 警 ;nJ" 香華貰

:;ll1川 )Jf起法の掛 ､によるミズノ/1,ノリ塊篭の七城rI]の垂直分,lrH,.よぴLf=.Jlf:率の
}Yi界 (a71.吠輪の打沈)

地 プ之 0-5 5-10 10-】5 cm

た_しかし,川超を 2回夜毎しても,緩い-卜_炉.tの塊茎数が川-起1円より印加するとい うこ
とはなかった.

(ii) 鳩葛の′ト行軍 無耕起区では, 地表から深さ5cm まての塊篭の生存率は わずか

に低下したが,5cm より深い_+.間のそれはほ とんど変化しlLか った.一九 桝起区では,
いずれの区でも,希土屑の攻寄の_Jl瀦 率がllt-fL,伐い土鰍 .tどその掛 蛭が大きか ,,た.

なお,川JLCによって地表にFB7','liした塊耕 土全部姑 或していた.

)丈鹿川lLJ･TTのP佐では,深さ0-5cm.5-10cm および 10-15cm の上伸 二分布 して

いた塊等のそれぞれ 73%,35%および 10%が越冬rF･に発弊力を,失い,結臥 全塊幕の49
%が死減 したことになった これに対 し,その他の粧 起区では,地謡から5cm までの塊

幕の発芽率は53-58%まで抵 Fした ものの,5cm ltりも深いニト屑の塊名の82-94%は発

･'):ノブを失わず,全地名の68-73% は 発非力を保持 していた.挽坪排2何の RR区の塊茎

の′ヒ存率は,劇 平川 日和 )R[耳のそれよt)化かに帆か･つただけであ り.また,反転Urのあ

と‥′I二+:,K捜す判井を行な･,た PRlキてそよ反転川 日 .･JのP｢石上1)LI,J卜.在中が高く,かえってI,･Jj
LIt効果が代下した.
(b) 粧LtlF.I-,･川起時制と相似 つ煩 或(.試験Tt)
(i) 越冬地下繁節'.LrlTJ:の卸 ･二分祁 3月25rlに1j/i:った越冬地IF軒W.i-附 Tの lリ酔いの
垂両分布の制†瑞'T柴を,鮫観照官の補剛 JJに,約-1表に,Ttした.分散分析のt.I.風 土第 2表に

･T:したように,0-5cm.10-15cm の 日､Llの濃粂砥部,-XA'.-.;.塊紫 および 全繁殖耶宮につ
いて処理間に 1%水準 または 5%水準で有意題か認められた.別 井起の_V区では兼粂 Ji灘

の大部分が 地表から稚さ5cm t'での問にあ L),凡;1,LtLJ塊篭 も,深さ5-10cmの約2倍が

稚さ5cm までに分祁 Lてい/こ,-)/,･J･hLfj塊半は 5-10cmの深さに49%があ り,地衣･

lqtq )没:一､i;:研 瀧



折 l誕 ′桝超法および桝適時畑Jが搬なる脇合の ミ/I)/ヤノリの地下繁机

浩′L=j′の土壌中のiTf厄分布の遊興 (就敬Ⅱ.3月25日)

の 分 ,% L Lr土伽 淡さ
地下弊風詐′lT

雛 茎 A:珊

先 鵬 塊 -A

JEIIr(lrl 鵬 Ji.'

全 体

.̂ Bj‡ r/;_

N R12 PL2 RL2･RL P12lRI R3
T▲ 挿 チ■ '/' '/b 形

0 2 3 7 4 4

(J2 52 34 43 49 78

5･-10 6 34 34 34 37 1月

2 12 29 16 11 1

ハ
U

一4

3

3

n
U

4

日
J

t/

C
U

3

･d
r

J
｢

5 11

38 32

32 35

25 22

0 6

6L 3e)

34 32

4 26

9

1

2

8

3

3

2

7

33

34

26

1
9

5

4

2

8

6

4

3

つ

J

つ
J

2

つ
J

3

2

(lり 4t..べ rJ nlJ土の 也171は杖の.:Liりで/トした N 二組川 底
1日 2:121jJJ偶lIJUL Pl2:12｣JiHA虹 州

l日 日 j22n】即川F li3:3｣125rl悦け りF

･IJi12-J～ 地卜■無敵掛 ●,.'C/)⊥肘いql)盛山行,1‥のL.Y.lUjil,正也 (FlL揖

o Ù■rJ o92 3.67

0- 5 1 166*ホ 902I
5- 10 338 088

1

]0- 15 117** 12A 書手

(.EL) F｡55(005)-5.01.F｡5,(001)-ll.0

6 13

3 7 53

3 9 30

18 4

6 10

?,1 33

:',() Ll(J

uコ LJ

0

9

｢〇

6

1
▲

｡d
1
3

6

7
9

9

3
3

-
1

･11間塊某 J/I 体

338 390

0.24 日7**

4.49 281

3.37 7.6rl寸

から深さ5cm まで と大差がなかった.3月25Frに拙作川を lL.ilfrなった R3lTSiの韮糸状

潮と')L端地名が,地表から5cm まての深さに やや3,く分布 lたが,その他叫 州もIくの尤

紺地 茎と･l｣問塊豊 とは 地表から抹さ5cm ま L',と.5-10cmCT)稚さとに ･.'ilと均制 こ分イri
していた.JJl..LLiによって 10cm よL)抹い上J州二入 った 蝿盛 も3,く,R12,P12両 */Cは
5-10cm の深 さとの屋が大 きくはなかった.

(ii) 越冬地下弊紙附十の′ll西く 3月25日に採丑 した皇越冬袈号鵬紺 ■(について,発芽

.-Jt:5;托 行なノノた鮎鬼を第3表に示 した.R3liでは川起直後に,Jl'.J丑を行/i:･)たため,死滅
していた紫軌柚 寸は少なかった.このR3171.を瞭 くと,拙論に応.L_Liしたものは,R12･RI

Iズーu)･jleTL粂基lA.'ll,と R]2･土'1区u)lL･JII'JJ地呈 終1什･lJi,瞭いて,全部先芽 しなか-,た.R3区を
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第 3_R 緋起法および桝超時期が興なる場合のミズガヤツリの土田別地

下繁雑器官の発芽率 (筑軌Ⅱ.3月25日採1Jミ材料の発芽率)

地下繁殖器1-I:
の 分 放

J,､III:,'灸 _JLLT･.li

先 端 塊 茎

中 日-･'Ll塊 裟

土層の深さ

n

0- 5

5-10

10､15

0

0- 5

5･-.10

10-15

0

試 険 区

N R12 P12 R12･RI P12･Rl

如 ,i !一 1与
0 0 b

63 38 13 31

38 66 50 59

50 75 64 45

100

-｡

ヱ

9

9

0

8

9

9

0

8

5

5

3

3

4

8

8

0

8

9

7

7

8

9

0

2

4

2

｣｢

7

9

0

4

9

8

7

9

9

0 0 0 0

0-5 92 72 36 52 L13

5-ノ10 LJ7 'J3 86 78 65

l lO～15 ll 'J3 9J 73 02 74

(注) 令.式他店の処l王担記蜘ま耶2=J之にド11じ.

0

8

7

リ】

0

9

(tJ
ltJ

ah,4表 土刑別の地下繁雑肝は凝嘗率の差の有意性 (11､値)

土居の深 さ 北条故郷 先端塊茎 rfl問塊茎 全 体

冒: 1喜 …l
4,07 92.41* 72.0叫 65O 1-*

79.41.* /1,(17 1̀.78 1058辛ホ

10- 15 O18 26と; 11∠1 2.35

(ir) I) ltrCSin'A=襖を行なったうえ-t'_I,fLilr.吐扶ノ心

2) tTol(oo5)=6.39,F｡i(ool)-16.0

除いた5川起地IJJHllijの し城中の 越冬地 卜弊紙l,侶1..'o)発芽率には, 第 4蓑 に 示 したように

0-5cm の 卜情では米兵)1都をT於いて,5-10cm c')Lhl.では 韮糸遊部と全体とに 1%水

準で有意差か認められた.土崩小にあった米兵基部の発芽率は各区ともかな 州 亡く,とく

に反転川を行なった P12Bl_とP12･RILt二との,地表から紅さ5cm までの非粂基部0)発

芽率が低か った.また, この両区では,北端塊IB,中間塊茎の両者の発芽率が,地表から

深さ5cm までのものでは 45% 以下で他区より_;Ll''しく低 く,また 深さ 5-10cm のもの

で ､いやや低かった.

雛 2図には1J]22L｣と3JJ25]に 採 服した塊基(I)発芽率･1,小 した,反転lJl,i/行なった

P12LxIとP12･Rl区では,各土妃'トとも1月よりも3月の発芽率が低く,とくに地表から

深さ5cm までの ものの低Tが著しかった.蝿拝耕を反復 Lた R12lRl区で も5cm の

深さまでのものuj発芽率はかな り低下 した.

3月25日に調止し上地1､L架柵器T=L.'cr)二L_鰍 IJの_1日･,L･71BU分布率を,笠寺殖器官全体とそor〕脚 まL.

別とで,第 3L瑚の各処埋別のノrI仙=こ/i,.した.また,pI-_)･rr.'Lf,lu,相接-1別q)繁殖'bTt官分イTIJ率とそ
れぞれの発･J率との[1㌧,~四 二｣11)3月25Llに充井力,i･もっていたJ日紺冊 数の総甘1●･:数に
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N R12 1Pl2 fu2･RI P121Rl

"Jt煉F<お よ び充 甘 .A-Jltu.HtJl

第 2図 Bfl也法 .耕起II-j
抑か異なる場合の土

).i:･別の ミズカヤ ノリ

塊茎の発芽串

-1月22日と3月25

日との問の変化-

分 生 分 生 分 Jj:_ 分 虫 分 J-L うjl 'I-_
-JIT 布 布 IEf 丸 -(I: イFJ- 71- 布 -/1二 和 布
年 率 了キ▲ 恥 咋 畔 畔 11-'･ 呼 率 畔 畔

､- --ll- ｢ヽ .･.･.･.･.･._･_一 ㌧1 1 1 lヽl一一､-...･.･.･.･.･.･.- ､ 一･････.･.･.･一一一 ･ヽ. 一一一一一).-

N R12 P12 R 12 ･RI p12lRI R3

第 3凶 緋起.去･挑也時期が異なる似合の地下無敗紛 い.'の塵111分邪心よ('J/卜17-率の辻タ .上

(注1) m Eヨ 巨∃ 囲 ⊂コ EZZl 園
地13i 0-5 5-10ユ0-15m 頻発仏部 北端塊AI LF■r:-･J塊堪

土Jflの深 i:t 地下葬三瀬i.nJLi'の性郡
(汗2) rT..ぺ矧;(_の他J即Ll小用18ん､二rr'lLI.
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第 5ム 土地別の地下繋柾器廿生Jf率の益の持去性 (F他)

土層の深 さ 難糸遊.部 北端塊茎 rll間塊茎 全 作
Cll1

0- 5 117榊 21.2榊

l喜: :冒 I i…'三 ; 170器

0- 15 1 7.27* 16.1榊

(江) 1)arcsin変換を行なったうえで有悪性倹止

2)FO∃(0.05)-639,F｡王(0.01)-16.O

452 27.3♯*

21.5** 7.50*

316 7.82*

20,2** 59.9**

対する比率 (生存率)を 雛 3図の各処牡別の右側に示 し,そのR3区を除いた 5耕起処理

間の分散分析結果を約5表に示 した.大部分の土JF.I,別各黙官について処理間に 1%あるい

は 5%水畔で有意差が.かわられた.il-･存率は,反転刷を行なった区では 2区とも55%ま

で†lt下したが戯作｣)施 行fe-,た区では HLllでは77%,2山Lxiでも68%であ り,戊転緋より

;りしく助P//i:効果が劣ることが′J､された.試駈 IJ)血板柳と拙作｣-)fU)同時実施では)丈転耕l

lリは り防除効果が劣ったが,.試験 ⅡてはI'l月恥をおいてrJj施したところ,反転刷と機押kJlu)

削Ĵ合せは反転排1回と同等の効果を示した.

(iii) 塊茎からの出井.4月25E]に無朋起虹より:jk:兵がついたままの塊基を採蝕した.

地上に伸長した集をつけていた塊茎が 44.2%,その芽が土車中で仲良中であった 塊茎が

20.5%,末発芽の塊茎が 35.3%であった.仝塊茎の約 3分の1ほ 秋のうちにその頂芽が
イ小長して,そのういこ新 しい塊雀,JIJ形成LFL:･川棚鬼法であった.凧.1日塊茎の側芽ミよそJ)允V)

北端塊呈/+;発芽すると困ILt,k続ける仕ff

があ り,末発芽の塊名は大部分rH,l-lJ塊第 10

であった.尤blJt･3塊名の]11分は4月25Uま

でにほとんど全部が光井していた.地表

上に糞がj軸_UしていたもV)に-Jいて,悲

の地表上の長さと,地裁から塊溝まで0)

淡さをTAIJ足 した純米を耕4周に示した,

出芽始は4月15日頃であ り,尭長が]kも

長いもので も10cm以下で,6cm 以下

の英夫のものが多かった.-jjl,地表か

ら塊茎までの深さは,大部分が2cmか

ら8cm まで のrHJで,5cm まで,JJ-161.6

,oiであ r),こL/)他は.tjf3Jiに;JllLL:触uf

起性.の地JR･から5cm までの塊湛u)分和

率とほぼ一致 した.深さ6-7cm の塊茎

からLLI.JX Lた しので,地J･.A室長が 6-7

cmに近 Lていた もの もあ り,塊雀の沫

さと地表 l:.の兼rtとのr川のl対除はnJlちか
-i.:上なかった.抹さ10cm まてのJig;JJrJ占
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区の塊茎の発芽は比較的斉-であり,この範朋の深さにある塊茎から出芽した菓条では,

それらの生育速度の間に大きな差匙がないことが/示さILた.

耕題を行なった 区では出芽が藷しく遅れた.すな]･7ち,4月下旬になって,焼津耕11L,T

のR12区と2回耕起のR12･Rl,P12･Rlの両区とでは 蛙かに出芽したが,反転i)ll

rLLlのP12区と3月に挽拝桝を行なったR3区とでは全く出芽しなかった.5月に入ると全

区で出芽が始まったが,出芽数は少なく,弟6表に示 したように,5月10日の出芽数は無

榊起区の出芽数の9-24%であった.この場合.反転榊区においてとくに少なく,反転桝

1回のP12区で8.7%,反転耕後便梓川を行なったP12･Rl区で 11.9%であった.これ

らの区の耕超によって出芽が連れる効果は6月21日まで持続し,その喝の無緋起区に対す

る比率はそれぞれ 14.3%と22.7%であった.

祈 6末 5月10日と6月21日における,LII芽発条数の耕適法耕
起時)剛こよる差娘 (就駁Ⅷ)

試 取 区

.3'JA 月 口 ＼ Tj! 臼

斐粂数(m2当たI))

ト7j比率 (%)

il- 1ミ12 T,-2 FRl号 .pR'号 R3 R4

1501 325 ]30 337 179 363 213

100.0 21,6 8.7 224 11.9 24,1 142

韮集散(rn2当たり)

同比率 (%)

2328 974 334 1132 528 日82 1240

100,0 41.8 14.3 48,6 227 50,8 533

(71_) 令.試臥l-x,a)処叩,-rLlりほ'T,'8炎にi;iJLrl,ただしR4は4月25口位r閥1

2. ミスガヤツリの出芽 ･生存に及はすしろかきの影響

試 験 方 法

(a) ミズガヤツ1)に刈するし,3かきの影門の水稲作李による差異

良｣j:試験域 (批放 )の沖射場購 Lの水IHの桝はした3摘掛 こおいて,それぞれ,早托叫史

払 早帖｣七十.trl,普通JUl伐増の3作JFの水稲移帖iul.･JYを行ない,水fL･fl移仙後,その株l拙こミ
ズガヤツリのJuを植付けて塊茎を形成させた.そして翌年の 1967'車にも,3相場とも前

年と同じYF李の水稲移仙栽培を行なった.その1番桝を4月rl.佃こ,2番桝を4月下旬に

I(1なった後,それぞれのn]稚前にしろかきを行ない,し′らかき後の ミズガヤツリの生育の

状態を副査した.

(b) しろかき後の ミズガヤツ.)の 仁堆rF,の相投状膳と生存 ･死滅とのBg孫
1969年には.(:]動水ltL/.洞節糟と人⊥気負箱とを用い,しろかき後の ミズガヤツ1)の上廉

･IIJ)JiJ!没状態.水(;Lおよひ温修とそur)∠Ltl･叱減との関係に関する試験を実施した.El軌
水位調節糟は,内法が縦仏とも1m,稚さ75clllO)｣ソクリ- 卜製oj｣-∵解槽の俄に水li/I
胴節用の水槽を付設したものである.水位調節用水槽は幅10cm,長さ1mの水槽で,底

に近い位FuLの穴で土塊槽と連結し,水帖内のボールタップによって水位が向山に調節でき

るように考察したものである.Iヨ動水(_J/I_調節槽には,ミズガヤツ))の埋没の状態と水位と

を組み合せた28処理区を2反復で設けた.水位は地表面 LIOcm,5cm,Ocm と地表面

下5cm,30cm,75cma)6段階とし, Zi水(;/_の無耐水lX:と地衣而l二5cmの水深て1lr
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5cm漏水する区との7処理とした. ミズガヤツリは平均で薬長25,3cm基数4.1枚の苗

を政用 した.埋没方法は,集魚全体が地表面上に拭たわった状態,全体を土壌中に深さ約

3cmに埋没 した状態,菓灸の端部あるいは 先端側の 2分の 1が土中に斜に埋没 した状態

の4処理とした.なれ 水位が地表面より低い吻合にほし/)かきを行なわないで, ミズガ

ヤツリ非粂御 世投 した.本試験の処理の状態を 第5岡 に示 した.5月12日に処理を開始

し,6月10日に調査,.i_,,行なった.

(0) (光1/2) (i-,J:V2) (1)

水位+10cm
水位 +5cm/////'//W

# I" " r

全休Jlii炎十仁

砿部をlIにし, 去月掩Tにし. 全休を土塊rt.

!もを七蛾【flに 鴇をt城中に 中に深 さt'J
也!投(益珊は地 )lJi陛(鶴.ll;1;の保 3cmにJl_Li役
衷｣.5-6cql) さ3-5cm)

･3'i51盟 ミズJJヤ ツ リF.lt.炎 のtllLu-̂･(1､

人工気象箱では,集魚の大小,埋没の状態,水配 および 水深を組み tTせた72処矧,まを
2反復で 設けた.10-15mmの長さの塊茎から発生した ミズガヤツリの商を薬長で 平均

26.3cm,12.5cmおよび 2.7cmの3階級に分けた.埋没)I法は,発条全体が深さ1cm

および0.2-0.5cmに埋没された状感と,北条o叫ヒ部の方が 基兵の4分の3および 3分

の 2埋没された状態の4)朝生方法とした.縦 30cm,横40cm,深さ25cmの容器に し

頓を入れ,港水,し,3かきtr,行なっ た 後, ミスガヤツリの光条,iJ理没した. その容器を

31.5oC,24.OuC,16,5uCの脱塩に ,没定LfJ'l姓)との人工'fL象,'fllu)･lJに入れたか,l･_塊(/)

払度にはL-J変動があ り,臼平)/-JJ也配は人1気象純の設定犯歴よ t)高く,それぞれ 32.3uC,
25.7oC,20.6oCであった.なお,水深をOclllと5cmの2段Lhtとしたが,水沫er)居3鞘は

小さかったので,両水深をこ､私にしてとりまとめた.

(C) しろかきの時期と方法

1970年に.前年 ミズカヤツリが 密JJIして いた 出番試験場の水BJ(沖砥埴壌土)におい

て,しろかきの時期,方法および水深を異にする場(:Tの,L/)かき後の ミスガヤツリの生

存 ･死滅の起度を追及する試験を粟施 した.耕起は4月23日に/lJ'ない,レムかきL(5月7

∩(耕起後14口)と5月26日(朋起後33日)の2時J肌に_rJL過 した.しろかきの方法は,挑転

機に着装したロー'jl)-JjによるjJ法と,ティラーに請処したレ-車に1る方法とし,前

者は 1回のみ,後者は1山と3PTT行な う3処月lとした.地表の水深は 1cm と5cmの2

処理とした.以Jの各処理を組み令せた12処理の試験区を2反視で設けた.なお,本試験

の実施時肋 i,周州の水LE(の入水前であったため漏水柑腔が大きかった.しろかき後に刑

面水']Jに浮遊 した ミズカヤソリが,朋E.区両外に移勤するのT,1-Li)Jくため,1mlfJO)木枠,i,

各部験区にTL托し､た.5月7ljに L′ンかきを行なった 区では 5月30EHこ,5月26l:lに し/_'か

き1,行Fi:った比では 6月29日に,葉条と塊弟.の状感を調.正した.
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試 験 結 果

(a) ミズガヤツリに対するしろかきの膨背の水柵(/F孝による差興

作李を某にする水稲叔増におけるしろかきl河の ミズガヤツリの生育程度と,しろかき後

の塊茎の状態を第7表に示した,早畑栽培では,しろかきまでに全塊茎の77% が 発芽し

ていたが.その大部分は土壌中で伸長中であった.これらの約3分の 1ほ,しろかきの際

に田面水中に浮き 卜った後,地表に定若し,一価は地表面付近で兼条を再生した.その結

果,しろかき後に生育した薬条を発生した塊茎の数は総塊茎数の26%に及んだ,土壌中の

塊茎は,しろかき後ほとんど出芽せず,生存していた塊茎と腐敗した塊茎の数は,それぞ

れ総塊茎の35%と39%であった.

鍛7衷 水稲の作孝が異なる勘合の,しろかき前のミズカヤツ1)の

生育牡鹿およびしろかき後の塊茎の状態

三二悪 霊芝 目 ,'三 三 三E
普通期栽培 76月21日

しろか き 前

のミズガヤ
ツリの雛は

.lJl :Ar:1m

.1.JJ 15c m

し ろ か き 後

聖霊 蒐讐 纂 霊崇芽塊諾 芸生霊 脚 く

664 175 229 260 26 3 9

303 34 3 2 237 11 78

20-3Ocm 194 4

甲伯叔士.LJtと普通軌栽培とのしろかき血前の ミズガヤツリの薬長は,それぞれ約 15cm と

20-30cmであった.これら両栽培においては,ミズガヤツリの共粂あるいは塊茎はしろ

かき作井によってfLl仮したり,土壌 中に埋没したりするものが多く,田所水中に浮上して

定着したものは少なかった.また,普通期栽培では,十分には峻役されなかったものも,

多くはJll面水中で 仙北した.したが-〕て,し′｣かき後に生育した典灸を発生した塊茎の数

の総塊茎数に対する1!:JJ/u-ほ, Jll触成増と僧姐l削拙壬とで,それぞれ11%と2%で早婚]ノ抜培

より署しく少なく,瞥適期栽培ではとくに少なかった.早横叔培では,薬灸を発生しなか

った塊基で死滅したものが総挽雀教の78%もあっ/こ.

(b) しろかき後の ミズカヤツリuj｣-_地中Tu汝の状態とiL存 ･叱減との関係

(i) 埋没の状態および水位と妾灸の生-/7-･死滅との関孫. ミズガヤツリが躍かれた状

態と水位との閑尉 工,試験方法のところて/Iてした第5図のように,先端側の半分を土壌中

に埋没したものは赴部が土壌面から5-6cm触れていたので,水位が土壌面上 5cmのFxJ

では基部が水面上にでていた.また,端部側'持分を上戟中に埋没した薬条の先郷 土.土壁

面上 10cmの水位のI耳では水没していたが,水傑5cmの区では炎条の4分の 1程度は水

面上に旧ていた,企体を地表にTだ1いた襲食は,水位が1唖軒と同じかそれより帆いときに

は大知 卜に振出Lてい[=.

各処理の発条を,処理糊始から約1か月後に調食した結果を第 6Lg]に/示した.

華森全体が地表面上に悦かれた場合,水位が士城面上 10cm と5cmであった区では,

水中に削塵Lていた東条が多く,それらは 徐々に腐敗枯死していったが,6月10日にはな

お約半数が′巨存していた.塊茎が付いていたものには2i相は V)新しい菓免を生じて晴着し

たi,a_)があr),8月20IIの調jlfでは 水深5cmのIj(_において,20%が 打者していた.水lJ
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以後にタ11.1戒

汀逆LF■に活-XfL止丁●T

krrしい_姫条

か充_JJ･

親柴条がそのままJl･_育

イJ紙 塊基の,fj丸与
-75 水111/:(cm)

水 1.I/と 鳩.1左の イ丁如

綿6図 し,1かき綾のbJ1.艶帖 LBJ5-JJ水位 と : ′Jfl･ツリの膿糸の'kll･:とO-jl刈昧
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が+_破面と同じであったFてほ,処矧的榔 7後から所収が発乍し,10日rl頃から灘が立ち

f･-Jr一全作畔卜沼1Y.'Ll= ノ)((.L/./J1-1秒WTli:I)5cm純か ,/-1ス二でLL Ju,.蓑HIJlの 星壌水分合

最が 約40%で '5,illは あ り,根がl境に弼]'rするJ:.うにJ'托かれていた葉条は情意して′巨脊

した その数はJJA部葉菜の 約 40%で あった.Lかし水位がよりlltい区では,lJA秤をr捌か

した次のITから藁朋し,3-4-1で全部枯)LLた

醇条oりLla.'細 り2/JIの 1が ｣凋沖に)1LLLi'1されると.十触J.の説きが次J第.に腐 t),地哀しに柚
.出していた).[･.Wか1,-屯したが,水株が稚いと水小に浮遊 していて根が土塊耐 こkLlかなかっ

た.したがって6月10Elまでは 水中で 1三きていた楽粂基部も,水深 10cmでは その後全

珊死滅し,水深5cmでヰ)20-30%が柿才.1･しただけであった.しかし水位が と頓表面 と同

じてあ一,た区では,I).i:邦がITlぐ下ETEL,大部分がT,汀f'-した.A((;/がさらに代くて地表下に

あった区でけ 北部が'空.F･てJILく畔.燥して拙 ンLLf- FJ_/i,水位/)＼日動Tn.1~F)5cmEJtか
一一/こ区では.二l廉が湿-1ていたため､ごく一部07脚休がI.T;弟した.

:Jib;都側 2分の1を土壌中に岬投した処理で仏 水位が地境 よりもFI.lJかっrJJ(iIてほ塞条の

全長の約 4分の3が水没し,それらは水中で次節に腐敗した.しかし,それらの うち約半

数は新 しい葬灸を発生して/i_き残 り,その他の約 半数は端部を坤や貸された薬条がそのまま

/ト.育した.水位が地表面か,あるいはそれ以下であったJx1.で仏 処理された兼灸の~AL部分

がそのまま生育したが,新 Lい雑魚を充/I:して隼き残ったものもあった.そのため,基部

側 2分の 1を土壌中に蝿.TLlされた池月iでは,いずれの水位においても_/L=_存率が高か-,た.
土壌中に完全に雌役された非条は大部分死淑 し,水位が士車両よりも高いrg.では印/F.す

ることもなかった.しかし水位が地表下であったF.では.塊草を有する架灸はJ塊茎からの

再出芽があ り,70%前後が'1'き残 った.

塊幕を有する輩灸と塊茎i-有 しない兼灸を供試したが,両者の間に差が生じたのは,莱
粂全体が岬配され,水位が 地表下にあっ･lL3liと,a-i;桑が 地表に置かれ,水位が 地表 卜

5cmであった区とであり,その他0)区で!上jQ巻の有糾 こよる差は大きくはなかった.

(ii) 東条の大きさ･.･fl_壌Lllの理没状憤および地温と発条の′丘-lF･死滅との関取 大き
さを卿 こするミズガヤツ1)の襲条について,その L.解中の杓榔状態および地温が与WJ:る場

合の/LJ/t三の程度を調べた試験の結果を節7岡に,I;した.

処鰍 土7月2mこ｢刑始し,約 1か月後の H月4口に調襟を'(7･fL-った.東条の上廉中に理

捜された部分が｢1化腐放したれ その進行は温度が高い区ほど早か った_7TLi_くifFL没された

小さい薬条は花減する前に所着し.高温r耳ではその生育が似 生された.したがって,叩没
の方駅と薬条の大小によ-､てゴ工作準が大きく饗勤し,全区のfLTf柴を通してみた:場合には,
子糾定の膨冊 .iあまり大きくなか った,

1'I'')/)葉良が 26.3cmで.1背教が3.71如ニ:Tiしていた大きい襲条は,全休が探さ1cmに
川氾されると全酢托減L-た. 吏た.JT>休を柁く叩.J'ILた処III1,では,紙弘1区で一部の光条が

起き ILって/L育し,申r川の配艦てほ一一榔 0)姫条がその北潮から新しい華凍,iJ再牛した一4
分の3あるいは3分の 2llEl.liL上された礁条では､ 4分U13岬没の比況仔だけで架条の約､F数

が活新 し′rl.育した.その他の区では 収徹された葉粂そのものは 全部死滅 したか,その

20-50%の基部から新しい薬条が再生し,低温ほど多かった,

平均の糞長 12.5cm,誰数 3.1枚の中位の大きさの斐灸は,全体が 1cmの深さに埋捜

された場.'ナには大部分沌弼したカ㍉ その他の(JLL冊でほ もくの場合､l:･･数以｣二が括17した.早

5()lJl･(川77) 2()7
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公休埋没(探) JlT体相投(7'り % 埋没 Si岬托

第7国 土喫中に埋没されたミスガヤツリの1-_-行･死滅とJIL,'-条の大きさ.

地温および埋没の状)'盛との相棒

(注) 処理温度と地弧

L:16.5oC(地租20.6oC) M:24.OoC(地温25.7oC)
Jl:31.5oC(地租32.3oC)

の場合,第 81馴こ示したように 薬条の下位節間が 仲戊し,その先の節が 新 しい船珊とな

り,発条が起きJ.っていた,このような節聞仙波を示した葉条はFl.I.0ulrj二に阜く,4分の3

が坤没された処理の高温Lx=とrlJ阻区および3分の2が埋没された高配l兵:の′Ii存菓条の大部
分を占めていた.

小さい菓条は平均の菓長が 217cmで最初の葉が伸長しはじめていた段階であった.岬

没後も,そのまま生育が続いたため.先端を+.壌面上に化した坤便法では,ほとんど全部

が括若し･全休が岬放されても浅い場合こ(t叶 き残-,た賛灸が多かった.しかし全体が約

1cm埋没された斐条で生き残ったものはごく一部であった,
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,JJさ8I:(l A誹 が伽扱き)LたJT.I:条の似IJi-の

)'寸)I捌Iり主による机 Ìli･集のjyE'l.

(C) しろかきの時JlJ]と方法

i｢'いrl.rJtJJのし7)かきな行在った5月7｢1には,

全塊茎の約 17%,350僻の塊茎が発芽してはいた

が_+_壌巾で伸長中であり,土壌面_卜に出芽してい

たのは わずか 17集糸であった. また,遅 くし7)

かき-/L･行なった5月26口に(･棉'.)41%の904佃のJAJ,

半からI日,ji-.していた.

し7)かき後の薬粂数を第9岡に示した.5月7

口のし7-かきでは,それまでに出芽していた薬条

紘,L/-キによるしろかきでは全Tili死滅し, p-

･9リー刃によろ し7)かきては.1cm,5cm両水

沫とt,.ごく一鄭だけ牛き成った.したがって,
いずれのl̂p:でも,Lj_')かき後に!l一育した ミスガヤ

ツリは大部分地表に出た塊よから発くLLたものであ〔た.

この地表に出た塊等から発生した薬粂教の試験区による差異は次のとおりであった.ロ

ータリー刃によるしろかきて凡 その舞鶴数が,水深1cmで総塊茎敬の4分の1以上,

水深5cmで約2分の 1で#J,つた.L,-牛によるしろかきては,水深による掛 ま大きくな

し一一一>-.･.･.･.･.･.･′ 一ヽ一一ヽ一一･一･･･ノー ′･J
u-タリーJJレーキ レーキ

､一････一･〉- .･.･･/ サ ノ L J一一一一ノ
ロータリー}Jレーキ レーキ

1llTr 1PTr 3回 1r･TI 1F'1 3lrJl

5｣17日しろかさ 5月26Flしろかき

節9岡 しろかきの嘩1Uj･方法および木摺としろかき練のミズカーヤツi)の
柴発散との閉旅
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く,しろかき3何ではFJ - Jj.) -刃によYJ水作1,cmの場合とほぼ同数の非薬が発′Lした

浴,しろかき1Hてら上,そ,h_よi)もかなり少/flわ )/Jこ.

5月26日にしろかきを行なった切令,しろかき後にiL育した発条の多くが,地表に掘り

出された塊茎から発/IFしたもので#,つたが.し′-,かき前に.LH潤 していて,し,-_''かき後 も/ド

帯を続けた難条がr)月7日の場合よりもyv/J､/,た,しかし,し,-I)かき後の/怖 J集条数は,

5月7nの場合よりも,かなり少なかった区がも/Jl､た.とくに少なか --,fJlのほ,レーキ

によるしろかきを3四行なった水深1cmの区であり,m 2当たりの光条数は77で,総塊

茎数の7.5%であった.他の区では m2当たり230-360の黄泉が11育したが,総塊茎敬に

対する比率は,いずれのrq.も17%以下てあった.

考 察

胡起法によるミズガヤツリ防股についての試験を行なった二つの水田では,塊茎の重科

分布が,水稲作付の有無およびミズガヤyリ#:条の'tLk度によって児なっていた.この差昇

紘,既に他の多くの水田で調兼した結果(中川1976)と同じであった.この代表的な塊等

分布の両水馴こおいて,Ji)Fj臣を行なった結果.深さ5cm までに雌輩が 多い場合は,批起
後5cm よりも深い土軒,I.の塊_叢か増加し,逆に5-10cmの 日-Flに塊茎が多いと,俳壇後

深さ5cmまでの塊茎が増加した.そして,いずれの水LUでもJJL起後の土壌中には,塊茎

が比較的均一に分布していた.したがって,ミズカIi,ツリの場合,川起前の塊茎の雫田分
布の差異が朋起後の分布に形珊する程度は小さいと考えられる.

12別こ準で反転排を行なった区で効果が姫も大きく,越冬中に発芽力を失った塊茎は試

験 Ⅰでは全体の49%,試快刀では45%であった.一 方,揖押脚では,20-30%の塊茎か

死滅しただけであった.そして,同時に段揮_排を反/(uしても効果は増大しなかった.また,

反転班の直後に虎坪緋を行なった区では,反転緋1円のIi.よI)も多くの塊茎が生存してい

た.この場介,準f)l･tこよって反転された+,雌が,招梓川で破砕され,多くの塊幕が再び_上

壌中に吐出されたために.死滅塊芸が少なくな-.たと考えられる,しかし,間隔をおき,

12月と1月に挽秤動を繰り返した区では,死滅した塊茎が12月に膿汁机を1円だけ行な-)

た区よりも多かった一この畷fT,1｢nlnと2fTTIRとて批 別の塊茎が地巽に近い｣二紗 トで

死i或したと考えられる.それでも.その効果は反転耕日(.lのそれに及ばなかった.12月に

反転川を行なったあと,1月に挽才判.LJトを行なった区では,深い土Jmの生存塊茎敬は少なく

なったが,表層の生育塊基数が増加し.粁局,反転耕1回たけの喝合とほは同程度の塊'#.

死滅効果が円られただけであった.

無,排起区では,第4同の塊茎の深さの刑卦結果に小されたように,地表から深さ2cm

まてに形成された拙策はごく僅かであ-,た.また, 同l耳で越冬後に死滅したのは,葉粂2.i:

部の一部分だけであり,塊茎はほとんど死滅しなかった,したがって,無用起区では,也

表から2-3cm よl)も深 い=fJ即こおいて,地温が塊茎o)致死配度以下に低下Lたり,署

しく乾燥したりしたことはなかったと考えられる.そして,無釧起の土壌は冬季間かな

り水分-が多い状態で経過し,厳寒非月には度 i々蝶が練鉄した.しかし,同じ鴇厳の町場で

調べた結果では,凍結周が形成されたのは地表かF)深さ2-3cm までてあり(長谷川 ･森

田･巾川1955),それよりも深い土間-1の地掛 jlあまり低下しなかったと考えられる.

210 .I:望T'研 究



なお,描附 Jlを,/(沌 った卜恥班別ii:iニなり.手et.､mの十蛾はかなり;fI.燥し7こので,その
中の塊茎Lr)此減にiL,代tEz'../こけて/L十 ･;･:,,tl･Jllり彬LtlH,JJHh-I/二日j櫨什かあ,:J.

一方,反転耕区においては,反転された 上場の関に深い空隙ができ,そこに冷気が停滞

し,深い1.,7のrI.塊の表面Hl近のrll..HE-れ ミ-j:JJ'ヤツ))拙宅の敢7/I:脱皮以下に爪下したので
あ,L',ラ.さらに,十塊の表面は帥拙 ･融解LT)反復に.tって次々と崩壊し,そC)紡粧,当初
は二L塊の内部にあった塊茎も漸次衷丁帥二近づき,低阻あるいは乾燥によってi,r:l減したとJ3･

えられる.

12月に反転刷を行なった 区の)地等の発音声糾ま.雛5r蛍=こ示したように,1月から3nの

(111にも代下し,他事の死滅が徐々に進'rTLたことが･h)かがえる.J)Fq(]965)し ミズカ′ヤ

ツ1)の塊掛 よ,ノり｢起をJfJ-な1た日月H､後.ロトtでLll｢IILl川二漸次帖/,Lしたとしている,tた,

千薬腔試で行fc)っれた試験では,1月,2月 および 3jlに反転))1-が行なわれたれ 鳩篭U)

死滅串は35-10%の矧湖で,榔起時)甘物-1過れるにしたがって効果が低下した (山llf'･橋

爪 1972),このように川起後,塊基が死滅するまでにほ,かなりの期間を要し,一日f起時jyj
が遅れるにしたがって7/l:減塊'碁が少なくなるのであるから,川起ほ越冬前の早い時)捌こ/IT
'lj:うべきである.なお,本試験は冬季の',(丈弧の低下と枯燥が 粁しいLIB東平肝の｢I.リ.:珊て_ji
施したものであり,tJE一触で刷上紺.?LよリL,砿楓の郎77.iが人きくなるLL,のと考えられ 今後,
鳩*lJjL:減についての地域性lJiJ険Wする必要がある.

抑起区て比礎,flのHl井が ;1しく避妊 した.鮎川起rメ:では,4月15rlLJiから.LH.芽が 始ま

り,4月25日には全塊著の44%が.'1｣併し,21%の芽がIl二城中で仲良中であ1た.これに比

べ,｣≠短rヌ二の出芽始は甲いl耳でも4月TiJであり,旋転桝1rqのl末では6月21EJになって

も無耕起区の 14%の基条が 出芽したに過ぎなか (た. このような出芽遅延の原同は土壌

の乾燥だけではないと考えられるが,iJF･I足の効果として見逃すことができない点である,

川超の主な目的の一つは珊串防除である.多半生雑草では,JIJI･起によって地下茎が切願

されると,頂井以外の芽の休眠がれ放されて川井する.したが-,て,肌屋の反触こよって

地下茎のIri儀 那分が消耗する(Muzik1970).このような多年-/t雑草に対する肌垣の効果

は,出芽から水稲移椎までの鼎関が類い ミズガヤツ1)では大きくはないと考えられる.し

かし,越冬前の反転川によって半数の塊叢が死滅するとともに,出芽が遅延する.したが

って,耕/1封土ミズガヤツリの総弁防除技術を組立てるための有力な素木Aと考えられる.

しろかきは,土壌を軟かくしてm拙作業を容易にし,fT価 を､Pにして水探/Lj守一に保つ

ことを可能にする作業として,水稲の移椛俄杓には欠くことができない,また,櫛水i･F,I)]

止し,肥料を均一に氾和し.雑草を埋没するなどの効果を1)Tせもっている (川廷1966),
ところが, ミズガヤツリに対して托 し7)かきには功罪両面があり,しろかき前にiE.育し

ていたものをニト壌中にJjl増 して枯死させると同時に,塊茎を地表に掘 り出し,地衣で発-JjJ

/卜育する個体を増加させることが明らかになった.

作季むr昭二する水稲Iの移llL吊U.:千の冊で,=ltlI'L絶Uつミズガヤツ1)の禦茂相性に大きな;T:I)I.r;

か,.掴)られた.酢水Tでは,十壊中の ミズ-)/ヤツリの塊葛は発芽しない.したカL-･-,て,し

I-''かきの際に基条や地溝が十壊中に叩L'liされるF'iJ空が水稲の作和こよって5'･1-L/A:り,こtl)こ

とが,その後の繁践凝度に大きく蛸,冊しているものと考えられた,試験のuiL果,し,-I)かき

によるミズ/カ'ヤツ1)基条の咽 受程度と,しろかき経の発生丑とは,華条の大小によ-,て 粁

しくり軌 ることがB))ちかとなった.また,机水下で十:機中に即犯された iズガヤツl)の塊
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葛と棄条の生死は,J聯史の状態によって異なった.2-3cmの深さに全体 が叩.lQ:される

と,紫斜 端 IiJ/EL,雌'M ､ら別の灘条が発ノ1-._一卜ることIJl､か-ノ/∴ tかし,音泣く)1P.i'i.:され
I/1域ITに.大きい購射 川 凍 したれ 小さいものは地表まで†小姑して生き残･'た.発LLし

た菓条が小さい｢.111は塊篭に残存している貯成弟分が多いために,そのIrf分によって土壌中
の3Il:=条が伸長し,その目礼 地安イ･j近では水rhの冊粛/]'i任が高いために,葉条が腐敗拙yt:'せ
ず,ノト在を可f掛こしたと甘えられる.

一部分が｣こ解.巾こ理没された場合,柴の尤J.A.(,制が理役されたものでは,也-RにhhlHIした

兼条の端部がFI"･く下)lf･し,椴が土地Flrに伸長したものだけが生き賎った.水沫が浅いと,

-).G部が水面｣二に出るため,)冊iおよび機業の重みで早く下垂して活着するものがあった.

しかし.JlrJl天時には,下燕するまでに,根が'':L'r1-でi.I(L燥枯タヒするL･rr徳性があ1),活荊する

I.l.'l｣合は,その時の玩象改作の膨轡を受けるものと巧えられる.一九 水保が深い場合に

は,端部が水･Ilで長州附JLTr'･してそよいたが,(･･Jnb-･･までも水 rrrに浮遊していて,新前するも

のが少なかった.u]柏後しばらくは,一般に深水にされるが, ミズノ)ヤツ1)防隙a):Jめに
は,深水の抑間を長くする必要があると考えられる,

プ六ti邦が埋没し,共の先端川1.11が地表に抽出していた兼条は,かなり多く_'トラ残一･/_.この
場合,小さい薬条は出芽後の状態の舶恥こなるのであるが,大きいものでは埋捜された菓

灸は枯死し,基部あるいは塊茎から新しい発条を再生していた.これらでは,古い薬の=宛
分が,門生薬,灸の乍長に消･Tjrtされたと考えられる.

いずれのIfP.投状態でも,小さいミズガヤツ])の生存･串がF',･jかった.これらはrH芽前ある

いはその宙後であって,土壌rf.で伸耗していた部分の調合が大きく,しかも塊轟にはJrl'J'=rk

非分が多く残っていたために,叩子せされても,それまでの生長を縦続して,生き残ったと

考えられる.

水稲の作季についての試験の早期栽培および早柵純増の場(Tと同種噴:Lの小さいミズガヤ

ツリ+lJ対像に,しろかきの時期と方法および水深を組み合せた区を設けた試験では,し,-'3

かきによってi'yくの塊葛が土窮中から掘り出された.この訳新では しろかきの14日ある

いは33日前に川起を実施しており,蝦初に発芽した井はJJr･題によって捌悔し,その後に1-rj

び発芽している.この2回の発芽によって,塊茎はその貯拭弟分が消門されて軽くなり,

また小さい草条はしろかきによって埋搬されにくく,田面水中に浮び_卜ったものと考えら

れる.このように,水稲の作孝が-早く,ミズガヤツ1)の/t背が進んでいない時期に耕,臥

しろかきを行なうと,u]簡水中に押 L_する塊業が多くなり,これらが地表に定着したとき

ミズガヤツ1)が多発する.このことが,水稲の作季が早い北陣の水田や暖地のrTT-糊1_ul.･て地

帯にミズガヤツ1)那_fl一廷丁,3ようにな1-[=矧虫の一つであると考えられる.

し7)かきの方法とミズガヤツリの発生数との&･1係はあまり明(膜でなかった,水休を深く

し,.,-ク7)一刃でしろかきIi･行なったlメ二で,とくに多くの塊茎が掘り出されたが,I/-

牛によるしろかきで b多くの鳩#_-が浮き｣.ったのは テイラーの水門中崎がロータl)-刀

の吻合と同様な役'.i,:U,iy･して, 塊rlt;を掘り出したためと考えられる.したがって,掘り.ttiさ

れる拙rjiを少なくするためには,塊IiEが掘りLtiされない型式の水田坤輪を併用する必要が

ある.しろかき阿数を少なくす,5ことも有効であると-S･えられるが,水中に押返するミズ

ガヤツl)の粁眉.をt,'JJ'止するには.ラJjt5水をMl.朽する必要がある.それには,しろかきlnl教を
多くして,水田の漏水懲度を小さくしなければlJ:らない.したがって,しろかきのblト数を
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少なくすることは必ずしも適切ではないと考えられる.

射水されていれこい't,tlru軌 卜蜘こ′r.え,q'-の川肘t.維章がヨ二休であ,ny,が.(FI.水状,lE-1で発′トト
る勅勘 ま大部分水生雑草であり,水沫が深いと雅帯出が少ないことが, -牛′L維上山二一)い

て明らかにされている (!>!/T原 1950,荒井 ･宮原 1956).木研究の試験では,水深の崇Z轡が

大きくなかったが,それは次のような試験条件によるとこ7)が大きいとろ･えられる.供訳

rrFlr場の用rTHの水什=こ入水されるrlJTiに訳駅を二)三描したこともあって,鵬水が大きく,水沫
5cmの区でも,1T川 ,入水前には浅水に/ト-ていた.そのため,地表水･I.で)'Lt芽したjlji

端の芽oI)多くが,活着した可能性がある.さらに,1m lrjの粋を水田に入れて.苅杏をLk:･施

したため,その中の浮遊塊茎 が あま()移動せず,このことも活着を助長したと考えられ

る.Lたがって,一般の水田においては,搾水が維持できれば,多くの ミズガヤツI)の活
若が阻ILlIできるはずてあり,保水はミズ ガヤツ))防除にとってもIT･_:要であるとe･えられ
る.

木研究によって,]-)1起としろかきとが ミズ ガヤツリ防除に大きな効果をあげるために

は,適切な実施時期と方法を選ぶことが寮費であることが明らかになった.今後は,それ

らが実際の水稲栽培の技術体係に組み入れられた場合の防除効果について,さらに検討さ
れる必要があると考えられる.

摘 要

1. 我が国の水田に ミズガヤツ))(CyPerusserot.lnuSRottb.)が蔓延するようになった

原因の一つとして水桶の捌秘法の変化が考えられる.その防除には生態的防除をとり入れ

た総合防除による必要があると考えられた.その基礎として,秋冬季のj:-)E=起とけ川筑前のし

ろかきについて,これらのミズガヤツ1)の,JJj芽生育に及ぼす膨靴および防除効果が高い711

法と実施時期を検討した.

2.,Ur良法としては,12月に実施したプ糾こ上る反転lJIの効果が大きく,州起後,2月ま
でに約半数の塊篭が死蔵した.p-クリ-刃による膿揮緋は効果が劣り,耕起せ反復して

も反転耕1回の効果には及ばなかった.また.桝起の時J明が遅れるにしたがって効果も低

下した.いずれのl'LJI.,起法でも,また｣賄起前の分布が違っていても,川起後,塊三掛王制七f:I.I.
にはは均一に分布していた.

3.緋超後の発芽力の変化を調杢した結果,挽梓川で:ま地表から深さ5cm までの塊茎

の一部が死滅しただけであったが,反転Urでは地表から5cm までの塊葺の73%,5-10

cm の深さの塊茎の35%,10cm より保い_I-.[･.ljの塊茎の10%が 死滅した.地表付近が沈

精したことかあり,また反転された-I_塊 の表面ては鳩等が大気中に霜ILljL,二t.掬のごく表

層の塊鴇とともに,仇脱および乾燥によって碓減したものと考えられた.無用起区の地下

芸先端の醜名は,大潮/)14月下柾Eでに.Ill.芳し'/=が,耕起ri_:では州,芽が 粁しく遅れ,とく

に反転耕l互で遅れた.

4, 旧納後のミスガヤツリの発生鹿が,水師の作-1;1rニよって拝しく異なり,-'7-兆J北脚 こ

おいてほ4'かったが,早柵購増ではかなり少なく.普通期純増てほ僅かであ〔た.しろか

き後に/J._育したミズガヤツ1jiLは,Lろかき前にLH芽していてノトき残ったLt'のと,しろか

きの際,地表にW.I).LH,された塊寒から発ノLiしたものとがあった.
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5. 懸,1て約25cmに伸長していた基条について.二I.壌小に岬没され/こ状!.･E･:bよび 水深

ヒミズガ-1,ツリu)′l''Lと,/)lL勺liT.JtI川Jr,かに )./こ.全休かl堆中に･I-IrliliAM t.た!'I.I:雄 は,tJi水

下では全部死滅 した.しかし,水位が塊篭の位際よりも低い切創 亡は,塊茎を有する集魚

けその/).L部あるいは塊%.から新 しい盛魚を発ノLした.地表にJ'FfLかれた築条と,薬の先端側

2分の ]が l･城中にJtl冊 された葉条とは,酢水下ては水｢恒こげ遊 しなが ら次第に′十11L死 した

が,水位が地表面と同じ場合には大冊分所某.･した.基都側の約2分の 1が卿 Q:された薬朱
は大部分が生き残 った.

6.大 きさを町 こする発条の上tE役の状態,水温および水深が舛なる場合の,葬条の死滅
について武的した. ､律プ26.3cmの耗さの装薬では,令休が 岬捜されたものは 全部煩成

したが,).li都側が 仰(I)_･され.鋸 紺上地三村こ.llJ.ていた 葉条U)20-50%は∴).信仰 ､ら新 しい

柴条を発/f-_して ノトき残り,その散は 供硯ほど多か一,た∴ ､l')!J12.5cmの長さのrlr(;/.の基
条では,全体が 1cmの深 さに岬没された.I)のは大部分死滅 した.しか し,浅 く叩挫され

た粟条と,尤U.lr'utが地表に出ていた t)のとは,擬装の下位節間が伸長 して集魚基部を地表付

近に押し上げ･/=ために,非が 地表に出て生き残 ったものがかな り多かった.平均基艮2･7

cmの小さい集魚では,全休が 1cm の深さに伸捜された ものは 大部分死滅 したが,全休

が柁 くJtn挫されたものと,先端が地喪に州ていた も叫 土大部分ノl三き残 -,た,このように,

小 さい柴粂ほど｣1蛾･11に理役された叫の刷1,iの相 だが小さ′う､った,

なおこれ らの場合,高配IC薬の腐敗がFlく進行した区と, 高 配で生長が促進されて/I:秤

率が高くなった区とがあ り,全体 としては水温の形轡は大きくほなかった.

7. しろかきの方法と水深をかえた処理区を設けた描場試験を行なった.その結果,塊

-I宗から禿_/生した芽が土壌 中で伸長している時J紺こしろかきを行な うと,多 くの塊叢が地表

水車に浮き上 って定着 し,しろかきの効果は省､つた.ローク1)一刃によるしろかきでは,

水性が深いI-Aで地素に浮き L-.った瑚蔦がとくに多く,効果が劣 った, ミズガヤツ T)の柑芽

後間 もない噂llJJのし,I)かきでは､水深 1cmで レーキによる しろかきを3｢TTI行なった区で

生仔水糸が痕 も少な く,他の区でも生存菓条数は全塊茎数の17%以下 とな り,土壌中で伸

)を中であった時のしろかきよりも効果が大きか った.
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